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 I focus on recent years in urban space in Ginza history laminates, a measurement investigation 
and about 20 years before, a picture, and, a facade is analyzed. A presence of the element, the 
common characteristic and the law of which urban space in Ginza has been composed is being 
spent analyzing a street by a continuous elevation surface.
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第一章　銀座における空間の継承と変化
１－１　変化における歴史・文化的背景
銀座の通りには形成と継承の歴史があり、それによってヒエラルキーが生まれ、現在の銀座を構成し
ているのである。
　　　　　　　銀座通り、並木通り、晴海通り、横丁、裏通り、路地
　この歴史的な通りのヒエラルキーを基に、本論文では研究調査を行っていく。
１－２　20 年間の変遷
１－２－１　実測調査
　2013 ～ 2015 年の街区と路地の立面を、野帳をとり実測調査を行った。
　江戸時代寛永期 (1624 ～ 1643 年 ) の古地図を 1993 年の地図に重ねると、銀座通りと並木通りの
街区がちょうど重なり、江戸時代の町割りによる都市構造が現在も残っているということがわかる。
　そこで、江戸時代の町割りのスケールをベースに歴史の積層がより鮮明に伺うことのできる、並木
通りと銀座通りに挟まれた３街区を南北に１丁目から８丁目を調査範囲とした。
　また、銀座のメインストリートである銀座通りの連続立面を作成し、にぎわいの中心地の分析を行
う。この実測調査から立面の図面化を行い、歴史的なヒエラルキーをもとに研究分析をする。
１－２－２　1994 年と今の写真による比較・分析
　1994 年の写真資料を基に、実測調査から図面化した街区の立面図と比較を変化の分析していく。
１－２－３　各通りの性格について
   20 年間の変遷を見てきたが、スカイラインのように共通して変化した点あるが、それぞれの通り
に対して変化がなされていったことから、各通りに個性があることがわかる。スケールの違いだけで
なく、歴史的な背景、最近の動向もその通りの特徴を構築する要素となっているとこが 20 年間の変
化にも表れている。
　特に南北で見てみるとその特徴がはっきりと表れている。銀座通りの分析を行ったが、１丁目と８
丁目では大きく特徴がことなることは、現在の銀座を歩いていても体感できる。間口や高さのスケー
ルだけでなく、店舗の種類やファサードの特徴、建築の年数などそれぞれの特徴がみられるわけである
が、通りとしてみたときに、どのような特徴が表れているのかを分析していく。　
銀座通り
　銀座通りは他の通りに比べて建築のスケールに大きな差異をもつ。銀座のメインストリートであるた
めシンボリックな建築が多いが、その隙間に間口の狭い建築があるため、統一感がなくスカイラインも
凹凸が目立つが、違和感を持たせない。
　また戦前の建築が特に色濃くのこっていて、それらが通りにたいして歴史の厚みを持たせている。対
して新しいものの流入がいち早く、特に影響を受けやすい。
並木通り
　この 20 年の変化で新たな人の流れが生まれた通りと言える。南北に長く、またそれぞれの街区の色
がはっきりとしていいながら連続性をもっている。このことから、他の通りに比べて色濃いストーリー
性を持つ通りである。
晴海通り
　幅の広い車道が印象的で、車が主役の通りといっても過言ではないが、かといってヒューマンスケー
ルが全く失われているわけではない。建築による人の流れや視線の誘導がなされている。通りを歩いて
も対岸の建築のスケールを感じることができないが、自然と建築の高層部に視線が流れ、看板的な関係
性が生まれているのではないかと考える。
横丁
　メインストリートが南北にのびることから、つい南北方向に意識が向くが、東西を繋ぐ横丁には近隣
の街から銀座の街に引き込む性格をもっている。とくに柳通り、マロニエ通り、松屋通りは人の多く集
まる有楽町からの引き込みに大きく影響を与えている。
裏通り
　名前のある通りは、その名を感じさせるような個性的な雰囲気をもっており、裏通りと一括りするに
はすこし乱暴であるかもしれない。しかし、通りごとにそれが完結しているわけではなく、にぎわいに
よる連続性がそこにはあるのだ。スケール感のコントラストより、大きな通りから入ると、横道にそれ
たような感覚にもなる。
路地
　単なる都市の隙間にできた抜け道ではなく、生活道路としての役割をもつ路地は、地域に最も根ざし
た通りであると言えるだろう。路地といってもスケールに差異があり、誰もが認知できるものから、知
らなければ気づきもしない隠れたものまである。路地こそ性格にばらつきがあり、路地の成り立ちがそ
の路地の性格を形作っている。
第二章　空間プロポーションの特徴と継承・変化との関係性の検証
２－１　銀座を構成する通りの空間的要素とその法則性
　地区計画により高さ制限が緩和されたことで、高さ 56m( 工作物を含め最大 66 ｍ ) の建物が増え、
共同建て替えによる間口が変化もみられた。20 年前と比べるとスカイラインが変化しオーバースケー
ルになったことで、スケールのコントラストがより鮮明になったことがわかった。
　銀座独自のルールで制限されてはいるものの、人目を引くような個性的なファサードを持つ建築が多
くみられ、銀座らしさという枠のなかでも自由な表現がなされている。そのため、１階部分の利用方法
やファサードデザインによりオーバースケールを感じさせない工夫が施されているものもある。
　　間口の変化は、通りを歩く人の体感にも変化を与えることとなる。銀座には江戸時代の間口のスケー
ルが残っている部分があり、それはヒューマンスケールであるため人々にとって親しみやすいものであ
る。つまり、これが失われることにより、歩きにくさを生み出してしまう。
　しかし、銀座のメインストリートである銀座通りにおいては、この間口サイズの変化は、必ずしもマ
イナスではないといえるであろう。なぜなら、商業の中心地である銀座通りには観光客も多く訪れる、
人の流れがもっとも盛んなと通りであり、人だけでなく車ももちろんのこと多いのである。そのため
ヒューマンスケールでなくとも人々が足を運び、にぎわうのである。そのため、オーバースケール↓人
目を引くような建築が違和感なく建つことができるのである。
２－２．銀座にみられる建築が街やストリート表現されてきた特徴とその変化
２－２－１　ファサードの変遷に見る建築の役割
　このパターン分けにより、低層部の変化が一番多いことがわかった。通り全体でみると、低層部が約
8 割変化したこととなり、この 20 年間で、歩行者が一番身近に感じる街並み部分が大きな変動を遂げ
ていたのである。スカイラインの変化ももちろん街並みに大きく影響するが、通りを歩く人と建築の一
番の接点は足元にあり、この変化には一番敏感な部分である。
　建築ファサードには、流行などの時代背景がひそみ、継承や更新がなされていく。特に建築の低層部
には、特に人に通りの印象付ける役割を担っているため、重要視され、短時間で更新がなされていくと
いえるだろう。
２－２－２　建築が街やストリートに示してきたシンボル化について
　建築ファサードの印象によってストリートに影響を与えているものもある。しかし、ストリートに対
してシンボル化する建築は、自己完結した表現ではなく、通りを意識して建てられた主張する要素をもっ
ているのではないかと考えられる。ストリートに「表現をする」と「主張する」という違いが、そこに
はあるのではないだろうか。
２－２－３　銀座における建築的要素の特徴
　
章結　　にぎわいの空間について
　これまでにみてきたとおり、銀座を構成するそれぞれの通りには性格があり、銀座を歩くことでそれ
らのストリート性を感じることができるのである。
　道幅やボリュームの違うそれぞれの通りにおいて、性格やストリート性はそれぞれあるということが
これまでに明らかになったのであるが、しかしそれらは、街区やストリート内で完結したものではなく、
歩いていれば奥へ奥へと続いていくのである。その連続的なを体験できる共通する要素として、にぎわ
いというものがあるのではないだろうか。それぞれの空間で生まれた質の異なるにぎわいの連続は、通
りと通りのヒエラルキーの中にある共通性と通じる点があると考えている。
　そして通りのヒエラルキー・それぞれの通りのストリート性・通りに位置する個々の店の種類や建築
ファサード、この３つが銀座のににぎわいを作りだす要素になっているといえるのではないだろうか。
そこには歴史的、文化的背景が必ず滲みだし、新たなにぎわいへと更新されていくのである。
第三章　銀座らしさを描き出すストリートの空間的要素
３－１　まちづくりによる銀座の特徴の形成
　銀座ルールとは、1998 年の国の規制緩和によって容積率の割り増しが認められたことを受け、銀座
独自の建替えのルールとして「にぎわいと風格」をコンセプトに、建築の高さ制限や容積率の緩和など
を定めた地区計画の条例である。
　1998 年に老朽化した建築の建替え促進の対策として、国は「機能更新型高度利用地区」を設けた。
それを活用した銀座独自の建て替えルールが「街並み誘導型地区計画」である。これにより、31m の
高さ制限が 56 ｍまで引き上げられ、街並みに大きな変化を与えた
３－２　建築家の介入　
　一章では歴史を追うなかで、建築家がさまざまな形で銀座に関わっていることについても触れてき
た。政府主体となったまちづくりが、ウォートルスという建築家 ( 正確にはサーヴェイヤーであるが )
として銀座の繁栄の礎となる、銀座煉瓦街をつくりあげた。のちのコンドルが評価したように建築的に
はクオリティの高いものとは決して言えないが、従来の都市構造が守られた計画であり、その大らかさ
ゆえに異質な塔の出現なども受容できたのではないだろうか。
　ウォートルスが築き上げたジョージアン様式に、明治に活躍した辰野金吾や曾禰達蔵ら建築家たちに
よって装飾的なアール・ヌーヴォーや本格的なヨーロッパの建築様式が塗り重ねられていったのであっ
た。
 
３－３　流行の特性とストリート景観にみられる特徴の関係性
　座は流行の最先端をいく街であることは、これまで述べてきた歴史文化のなかでも明らかである。か
つての商業地として外国からの玄関口であるこの街には、現在でも新しいものが次々と流入している。
　近年のラグジュアリーブランドの進出によって、銀座の老舗と海外の一流ブランドが肩を並べるよう
になっていった。本来、ブランドショップの建築ファサードは、そのブランドの世界観を描くものが多
かったが、近年の銀座には日本あるいは銀座を意識した意匠が増えていった。
　そしてもう一つ、近年の傾向で外すことのできない外国人観光客の増加である。外国人観光客をター
ゲットとした大規模な開発が、銀座六丁目の街区で行われてる。『銀座六丁目１０地区第一種市街地再
開発事業』は松坂屋の跡地と隣接する街区にわたるもので、銀座最大級の大規模複合施設が計画されて
いる。
結章　銀座における建築・都市のデザインについての考察
　銀座がほかの商業都市と大きく異なるのは、オーバースケールの整然とした街区の中にヒューマンス
ケールの雑然とした空間がうまく共存している点である。世界のトップクラスの商業都市をみても、ど
れも街路構成は整然としていて、雑然とした商店街とは一線を画していて、それが風格となっているの
である。つまり風格がありながら、下町の面影を残す銀座の街は恣意的ではなく、人為的かつ計画的に
形成されていったということを明らかにしている。その整然を生み出す通りにはそれぞれ性格があり、
ストーリー性をもつ。それがにぎわいによってつながりをもたせているのだということがわかった。　
　銀座らしさを特徴づけているのは、通りと建築にみられるスケールのコントラストであると考える。
銀座の通りを歩くときに、開口や道幅のスケールのへんかによって、建築のリズムの変化を感じること
ができる。現在の銀座において、部分的に肥大化したとしても、連続性のある通りスケールの小さいも
のが共存するからこそ、にぎわいやストーリー性は失われないのである。
　反対に、規模の縮小の変化が生まれたとしても、都市構造、通りの空間構造がフレキシブルであるた
め、銀座らしさとして取り込まれていくのである。ふつうなら起こりえないことも、銀座の場合は受容
して独自の表現としてしまうのである。とくにフレキシブルさを持つのは路地なのである。
　通りや建築の均質化がなされると、たちまち銀座らしさが失われてしまう。徐々に肥大化する建築対
して、スケールの小さいフレキシブルさをもつ路地の構造の理解を求めてくべきなのである。路地が建
築に取り込まれていくケースが増えつつあるが、本来の銀座の路地には特性があり、それを踏まえたも
のでなくては単なる通り道に過ぎないものとなっていまうのである。
　これから先、銀座の建築や都市のデザインを考えていく上で、この研究分析によって明らかになった
いくつもの銀座らしさの理解は欠かせないものであると私は考える。銀座における通りと建築の関係か
ら生み出されるストリート性は、建築無くして成り立つものではないのだから、建築家が銀座の建築を
手掛ける際、このストリート性に目を向けられるようになれば、継承されてきたものが失われずにすん
だり、新たな銀座らしさがうまれるかもしれない。そうした理解をより身近にするためにも、まちづく
りとしてデザインを考える、というだけでなく、理解を求めるベースづくりも必要なのではないだろう
か。
